
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしの中の疑問から、 

仕事で必要な調査まで、 

図書館の資料やデータを使って 

調べ物や資料探しのお手伝いをする、 

それがレファレンスサービスです。 

 

例えば・・・ 

 

 

 

アイヌ文学について知りたい 

回答例は裏面で！ 

 

 

〒577-0011 東大阪市荒本北 1-2-1 

☎06-6745-0170 FAX 06-6745-0262 

大阪府立中央図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの知りたいこと 調べたいこと
お手伝いします！ 

社会科学系ゾーン 

自然科学系ゾーン 

複写カウンター 

カウンター 

カウンター 

人文系資料室 

文学 芸術 スポーツ 娯楽 言語 図書館学 

心理学 宗教 歴史 地図 ガイドブックなど 

社会・自然系資料室 

政治  法律  経済  福祉  教育  民俗学 

軍事 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 医学 工学 理科 手芸 

育児 農林 水産 園芸 商業 交通 

府政資料など 

こども資料室 

絵本 よみもの 紙芝居 外国語の絵本など 

小説・読物室 日本の小説 エッセイ 

ＡＶ資料 全国の電話帳など 

新聞コーナー 全国紙 縮刷版など 

マイクロフィルム閲覧 

館内レファレンス案内図 

国際児童文学館 

約８０万点の日本や外国のこどもの本など 

国際児童文学館 障がい者支援室 

芸術・スポーツ・文学 

地形図などをみることもできます。 

地方の自治体史を調べることもできます。 

宗教・心理学・歴史・地理 

データベースで判例を調べることも

できます。 

お薬の成分を調べることもできます。 

 

図書館の資料を複写される場合は、 

2 階、複写カウンターへ。 

新聞記事を探される場合は、データベ

ース検索をどうぞ。 

 

小さい頃に読んだあの本をもう一度読んでみ

たい。そんなときは、こども資料室・国際児

童文学館でお調べします。 

調べ学習の本もこども資料室にあります。 

 

作成日 2022年 4月 

 

こども資料室 

小説・読物室 

返却ポスト 

新聞コーナー 

エントランスホール 

ゲート 

レストラン 

 

レファレンスサービスのご案内 
 

トピック 

住宅地図コーナー 近畿圏の住宅地図など 

 

住宅地図コーナー 

 

カフェ 

 

レファレンス・トピック 
 

今年は金田一京助の生誕 140周年に当たります。 
金田一京助と言えば辞書の編纂者として有名ですが、
学者としてはアイヌ研究の第一人者でした。 
それにちなみ、今回はアイヌ文学に関する資料をご紹
介します。（※【】は当館請求記号） 
 

質問：アイヌ文学について知りたい 

 

■『現代アイヌ文学作品選（講談社文芸文庫）』（川村湊/編 

講談社 2010.3）【L929.2/15N】 

文字を持たなかったアイヌの人々は、民族に口頭で伝わる

神話や物語などを、明治になって初めて文字に残しました。

本書に収録される作品はそのような口承文芸に加え、アイ

ヌ語による短歌、アイヌに出自を持つ著者の自伝的要素を

含む小説など、多岐にわたります。 

 

■『カムイユカラと昔話』（萱野茂/[著] 小学館 1988.5） 

【388.1/188】 

アイヌ文学を語りの形態から分類すると大きく「散文説話

」「神謡」「英雄叙事詩」の三種に分けられます。本書では

著者自らが語り手より採録し、邦訳した昔話などの「散文

説話」、カムイユカラと呼ばれる「神謡」、ユーカラなどの

「英雄叙事詩」の話を読むことができます。巻頭の「アイ

ヌと神々の世界」や、各話の最後に書かれた解説は、アイ

ヌ文学の世界観を理解する手助けとなります。 

 

■『銀のしずく降る降るまわりに：知里幸恵の生涯』（藤本

英夫/著 草風館 1991.6）【289.1/317N/チリ】 

口伝で伝わっていた「カムイユカラ」を日本語に翻訳した

最初の作品『アイヌ神謡集』の著者、知里幸恵の評伝です。

先祖が遺し伝えた言葉や物語が、ただただ消え失せる一途

を辿るのは名残惜しい、何とか残すすべはないか。その思

いに突き動かされた彼女は、しかし、19歳で急逝します。

亡くなる直前まで神謡集の校正を続けた彼女の生涯を、丹

念に描いています。 

 

■『アイヌの文学（岩波新書 E）』（久保寺逸彦/著 岩波書

店 1977）【L1/989】 

金田一京助とユーカラ採集の旅に随行していた著者が 1956

年に発表した「アイヌ文学序説」という論文を収録してい

ます。もともとが論文とはいえ、「現地採集から得た経験と

知識とを織り交ぜ」てあり、読みやすく書かれています。 

 

■『<アイヌ>学の誕生：金田一と知里と』（丸山隆司/著 

彩流社 2002.3）【929.2/4N】 

日本の古代文学の中で「神話やうたが文字で書かれるとい

うことがどういうことなのか」を専攻し、よく似た構図の

アイヌ文学について研究し発表した著者の論文集です。 

金田一京助と、知里幸恵やその弟である真志保との「アイ

ヌ学」への立場の違いや、これまで日本人がアイヌ民族を

どうとらえてきたのかなど、アイヌ文学をとりまく環境の

一端がうかがえます。 

 

■『金田一京助とアイヌ語』（大友幸男/著 三一書房 

2001.7）【289.1/3108N/キン】 

金田一京助の評伝です。彼の発表した文章や人間関係など

を手掛かりに、金田一京助の辿った「アイヌ学」への道を

紐解いています。 

 


